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「
広
東
省
珠
江
デ
ル
タ
進
出
日
系
企
業
を

　
　
取
り
ま
く
環
境
の
変
化
」矢

　
島
　
夏
　
樹

　
　
　
山
地
区
へ
の
移
動

　
広
東
省
珠
江
デ
ル
タ
地
域
は
、
１
９
８
０
年
の
改
革

開
放
以
来
、
他
省
・
市
に
先
駆
け
て
市
場
経
済
が
導
入

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
主
と
し
て
労
働
集
約
型
軽
工

業
、
特
に
輸
出
製
品
の
生
産
・
加
工
・
組
立
を
中
心

に
、
今
日
ま
で
急
速
に
経
済
発
展
を
遂
げ
た
。
具
体
的

に
は
香
港
の
後
背
地
と
い
わ
れ
る
深

市
（
そ
の
東
側

の
恵
州
市
）
か
ら
、
西
に
向
か
っ
て
東
莞
市
、
広
東
省

の
省
都
広
州
市
お
よ
び
周
辺
都
市
、
さ
ら
に
順
徳
区
、

中
山
市
を
通
っ
て
南
西
の
珠
海
市
と
そ
の
南
の
マ
カ
オ

特
別
行
政
区
に
い
た
る
ま
で
、
珠
江
を
囲
む
よ
う
に
位

置
す
る
ち
ょ
う
ど
馬
蹄
形
を
し
た
沿
岸
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
海
に
注
ぎ
込
む
珠
江
の
河
口
に
で
き
た
デ

ル
タ
地
域
で
あ
る
た
め
、
こ
の
地
域
を
総
じ
て
「
珠
江

デ
ル
タ
地
域
」
と
称
す
る
。

　
こ
こ
で
は
香
港
人
お
よ
び
香
港
の
物
流
機
能
を
活
用

し
た
輸
出
産
業
、
豊
富
な
そ
れ
ゆ
え
に
低
賃
金
で
雇
用

で
き
る
外
省
人
（
広
東
省
以
外
の
省
の
出
身
者
）
出
稼

ぎ
ワ
ー
カ
ー
、
い
わ
ゆ
る
広
東
式
委
託
加
工
と
い
わ
れ

る
現
地
法
人
を
設
立
せ
ず
、
か
つ
免
税
で
原
材
料
や
設

備
機
械
を
持
ち
込
め
る
一
種
の
下
請
外
注
生
産
方
式
、

受
け
入
れ
側
で
あ
る
郷
鎮
（
村
）
政
府
の
積
極
的
な
外

資
企
業
支
援
、
在
外
華
僑
か
ら
の
送
金
お
よ
び
Ｕ
タ
ー

ン
投
資
、
等
々
が
効
果
的
に
奏
功
し
て
、
当
地
域
は

「
世
界
の
工
場
」
と
象
徴
的
に
称
さ
れ
る
ま
で
に
到
っ

た
。
海
外
進
出
に
全
く
不
慣
れ
な
日
本
の
中
堅
・
中
小

製
造
業
も
、
比
較
的
最
初
か
ら
失
敗
す
る
こ
と
な
く
、

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
入
っ
て
い
け
た
。
外
資
企
業
進
出
を

テ
コ
に
、
現
在
の
珠
江
デ
ル
タ
地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
広

東
省
全
体
の
約
85
％
も
占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
広
東

省
珠
江
デ
ル
タ
地
域
で
、
今
ま
さ
に
変
化
が
起
き
て
い

る
。
広
東
省
（
特
に
珠
江
デ
ル
タ
）
地
域
へ
進
出
の
外

資
系
企
業
か
ら
、
最
近
、
「
珠
江
デ
ル
タ
プ
ラ
ス
ワ

ン
」
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
中

国
一
極
集
中
を
懸
念
し
て
、
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
、

「
中
国
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
（
ベ
ト

ナ
ム
が
最
有
力
候
補
）、
こ
れ
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
進
出
企
業
が
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の

低
い
と
こ
ろ
を
求
め
て
、
第
２
工
場
を
建
設
し
た
り
、

あ
る
い
は
既
存
の
工
場
の
移
転
先
を
珠
江
沿
岸
部
以
外

の
と
こ
ろ
で
探
し
て
い
る
こ
と
を
、
象
徴
的
に
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
か
つ
て
珠
江
デ
ル
タ
へ
進
出
し
た
メ
リ
ッ
ト

が
、
最
近
薄
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
深

の
最

低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
経
済
特

区
内
は
４
・
66
元
／
時
間
（
８
１
０
元
／
月
）
で
、
対

前
年
比
17
・
４
％
上
昇
し
た
。
特
区
外
は
４
・
02
元
／

時
間
（
７
０
０
元
／
月
）
で
、
同
20
・
７
％
上
昇
し

た
。
こ
れ
は
上
海
よ
り
も
高
い
。
も
は
や
低
賃
金
で
は

な
い
。
広
東
省
広
州
市
も
就
業
者
平
均
給
与
で
は
、
上

海
を
追
い
抜
い
て
全
国
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
不

動
産
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
工
場
用
地
、
オ
フ
ィ
ス
の

リ
ー
ス
料
な
ど
も
急
上
昇
で
あ
る
。
し
か
も
従
来
の
広

東
式
委
託
加
工
の
企
業
形
態
に
対
し
、
わ
が
国
国
税
庁

の
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
、
追
徴
課
税
の
争
議
が
起
き
て
い

る
。
そ
の
他
環
境
破
壊
な
ど
も
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
見
方
に
よ
れ
ば
、
経
済
成
長
一
辺
倒
が
も
た
ら
し
た

弊
害
要
因
が
、
沿
岸
開
発
地
域
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
顕

在
化
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
広
東
省
政
府
は
現
在
、

珠
江
デ
ル
タ
進
出
企
業
に
対
し
、
郡
・
山
間
部
へ
の
工

場
移
転
に
つ
い
て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
例
え
ば
省
政
府
は
、
労
働
集
約
産
業
を
中
心
に
、
沿

岸
部
か
ら
山
間
部
へ
工
場
を
移
転
さ
せ
る
べ
く
、
約
８

０
０
０
億
元
の
予
算
を
計
上
し
て
、
具
体
的
に
移
転
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
移
転
候
補
先
に
あ
た
る
山

間
部
の
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
所
得
税
の
減

免
、
土
地
取
得
価
格
の
引
き
下
げ
な
ど
各
種
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
導
入
し
て
、
沿
岸
地
区
か
ら
の
工
場
移
転
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　
候
補
先
選
定
の
動
機
に
は
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

一
つ
は
単
に
誘
致
側
に
あ
た
る
郡
・
山
間
部
の
市
町
村

が
、
自
ら
誘
致
を
行
う
場
合
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

す
で
に
開
発
さ
れ
飽
和
状
態
に
あ
る
珠
江
デ
ル
タ
沿
岸

地
区
の
都
市
と
、
誘
致
し
た
い
山
間
・
内
陸
部
の
行
政

が
提
携
し
、
共
に
協
力
し
て
誘
致
（
新
規
・
拡
張
投
資

共
）
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
珠
江
デ
ル
タ
プ
ラ
ス
ワ
ン
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移
転
は
不
可
避
か

　
前
者
の
場
合
は
、
例
え
ば
広
州
か
ら
比
較
的
近
い
清

遠
市
、
現
省
長
の
出
身
地
で
あ
る
広
東
省
北
東
部
の
梅

州
市
な
ど
で
、
熱
心
な
香
港
企
業
の
誘
致
が
み
ら
れ

る
。
一
方
後
者
の
場
合
は
、
例
え
ば
東
莞
市
石
龍
鎮
と

韶
関
市
始
興
県
、
中
山
ト
ー
チ
ハ
イ
テ
ク
開
発
区
（
国

務
院
認
可
の
国
家
級
開
発
区
）
と
陽
西
市
、
中
山
ト
ー

チ
ハ
イ
テ
ク
開
発
区
と
河
源
市
な
ど
が
、
珠
江
デ
ル
タ

沿
岸
部
か
ら
山
間
部
へ
の
移
転
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備

用
の
予
算
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
河
源
高
新
技

術
開
発
区
は
、
広
東
省
政
府
に
よ
り
２
０
０
２
年
に
批

准
さ
れ
た
。

　
ま
た
協
力
例
と
し
て
は
、
東
莞
市
や
中
山
市
な
ど
と

提
携
し
て
い
る
恵
州
、
韶
関
、
陽
江
各
市
が
あ
げ
ら
れ

る
。
特
に
都
市
間
で
提
携
し
た
り
、
公
的
資
金
を
投
じ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
清
遠
市
も
最
近
香
港
系
企

業
か
ら
移
転
先
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
日
系
企

業
の
中
に
は
、
第
２
工
場
を
清
遠
市
に
設
立
し
た
金
属

加
工
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
単
な
る
移
転
事
例
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
広
東
省
の
郷
鎮
政
府
に
と
っ
て
、
近
い

将
来
に
向
け
た
一
つ
の
懸
念
事
項
が
あ
る
。
ま
ず
珠
江

デ
ル
タ
地
域
は
、
も
と
も
と
広
東
式
委
託
加
工
と
い
わ

れ
る
、
現
地
法
人
を
設
立
し
な
い
下
請
・
組
立
生
産
を

中
心
に
、
今
日
の
富
を
築
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
労
働

集
約
的
生
産
に
従
事
し
た
労
働
者
は
、
大
半
が
外
省
か

ら
の
出
稼
ぎ
・
季
節
労
働
者
で
あ
り
、
地
元
広
東
人
は

企
業
経
営
者
、
管
理
職
、
地
主
と
し
て
富
を
得
た
に
す

ぎ
な
い
。
ま
た
地
元
政
府
に
と
っ
て
も
、
進
出
企
業
か

ら
の
リ
ー
ス
料
、
各
種
業
務
代
行
手
数
料
な
ど
が
収
入

の
大
半
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
地
に
も
と
も
と
技
術
産

業
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
外
資
企
業
に
よ
っ
て
さ
ら
に
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
地
元
自
ら
は

も
の
づ
く
り
、
技
術
に
関
し
て
は
素
人
で
あ
る
。

　
現
在
進
出
し
て
い
る
各
市
町
村
政
府
と
し
て
も
、
み

す
み
す
企
業
が
他
所
へ
行
く
の
を
、
指
を
く
わ
え
て
み

て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
状
況
下
で
仮
に
進

出
企
業
が
内
陸
部
に
工
場
を
移
転
す
る
と
な
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
産
業
・
技
術
面
で
の
蓄
積
が
何
も
な
け
れ

ば
、
ま
た
も
と
の
低
開
発
の
村
に
も
ど
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
が
郷
鎮
政
府
に
あ
る
。
こ
の
結
果
、
珠

江
デ
ル
タ
各
都
市
の
政
府
と
、
誘
致
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
村
政
府
双
方
の
利
害
が
一
致
し
て
、
相
互
に
提
携

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
仮
に
労
賃
の
論
議
だ
け
な
ら
、
移
転
は
不
可
避
と
い

え
よ
う
。
進
出
の
動
機
と
し
て
低
賃
金
労
働
力
が
豊
富

に
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
、
近
い
将
来
、
広
東
省
で
日

系
、
特
に
中
堅
・
中
小
・
零
細
企
業
は
、
経
営
が
成
り

立
た
な
く
な
ろ
う
。
反
面
広
州
市
は
世
界
で
唯
一
、
日

本
の
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
御
三
家
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て

い
る
と
い
う
、
類
ま
れ
な
工
業
地
帯
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
縫
製
工
場
で
働
く
女
工
の
賃
金
が
、
最
大
の
関
心
事

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
の
広
東
省
の
イ
メ
ー

ジ
と
か
な
り
異
な
る
。

　
香
港
系
企
業
も
同
様
に
、
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
従
来
通
り
安
物
を
中
国
や
途
上
国
市
場
向
け
に
生

産
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
高
付
加
価
値
で
国
際
競
争
力

の
あ
る
製
品
を
生
産
す
る
の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

世
界
一
厳
し
い
欧
州
の
環
境
規
制
を
ク
リ
ヤ
ー
す
る
こ

と
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
機

械
設
備
は
日
本･

欧
州
製
、
原
材
料
も
日
本
製
と
な

る
。
こ
れ
で
は
中
国
製
が
安
く
な
る
は
ず
が
な
い
。

　
一
つ
の
例
と
し
て
、
日
本
か
ら
中
国
へ
金
型
を
注
文

し
た
と
す
る
。
以
前
な
ら
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
で

で
き
た
。
中
国
製
は
安
い
が
品
質
に
問
題
あ
り
、
な
ど

と
い
わ
れ
た
。
最
近
は
日
本
と
同
じ
か
、
場
合
に
よ
っ

て
は
日
本
よ
り
い
い
も
の
が
で
き
る
。
そ
の
か
わ
り
日

本
製
と
比
べ
て
も
、
価
格
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
こ

れ
に
耐
え
う
る
か
ど
う
か
、
新
技
術
を
吸
収
す
る
力
が

あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
高
付
加
価

値
製
品
で
十
分
吸
収
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
日
系
企
業

ば
か
り
で
な
く
広
東
省
進
出
全
企
業
の
生
き
残
り
の
判

断
に
な
る
。
「
安
く
で
き
る
か
ら
で
は
な
く
、
い
い
も

の
が
で
き
る
か
ら
中
国
へ
進
出
す
る
」
と
い
う
進
出
動

機
に
、
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
中
国

で
も
二
極
分
化
が
起
き
て
い
る
。

　
　
　
今 

後 

の 

展 

望

　
単
に
投
資
環
境
の
変
化
そ
の
も
の
に
一
喜
一
憂
し
た

り
、
工
場
移
転
と
か
、
中
国
プ
ラ
ス
ワ
ン
と
い
っ
た
は

や
り
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
た
り
し
て
、
中
国
も
手
に
負

え
な
い
の
に
次
は
ベ
ト
ナ
ム
だ
、
イ
ン
ド
だ
、
な
ど
と

い
っ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
。

　
従
来
の
途
上
国
進
出
を
繰
り
返
す
な
か
で
、
日
本
の

産
業
構
造
の
変
化
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
わ
が
国
企

業
に
と
っ
て
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
過
程

で
、
こ
れ
ま
で
「
も
の
づ
く
り
日
本
」
の
企
業
経
営
者

が
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
日
本
的
経
営
そ
の
も
の
ま

で
、
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
皆
が
早

く
気
が
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
中
国
進
出
日

系
企
業
の
中
で
、
こ
れ
ら
諸
変
化
に
対
応
で
き
る
と
こ

ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
明
暗
真
二
つ
に
分
か

れ
よ
う
。
下
手
を
す
る
と
、
特
定
大
手
企
業
の
独
り
勝

ち
時
代
に
突
入
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
納
品

先
か
ら
是
非
に
と
頼
ま
れ
て
進
出
し
た
と
い
う
言
い
訳

は
、
も
は
や
通
用
し
な
く
な
る
。

（
や
じ
ま
な
つ
き
・
華
南
投
資
顧
問
有
限
公
司
社
長
）
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